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Abstract
The section entitled “Sakuzennzi” in Makuranosousi describes the prosperity of Tyuukannpaku’

s family. Tyuuguu returned from the royal palace to Nizyounomiya  on February 21, the fifth year of 
syouryaku, when the Buddhist service was held at Jisonji Temple. Nizyounomiya is the actual residence 
of Mititaka at the season of buddhist activities at the Jisonji Temple, as documented in journals such as 
Nihonnkiryaku and Syouyuuki. The location of the Nizyounomiya can be roughly inferred from these 
resources. However, the annotated version of Makuranosousi follows the propositions by Tuoda Humie, 
Hagitaniboku and Masudasigeo that Tyuuguu is equal to 二条北宫. Investigations indicate Isida Zyouzi's 
claim needs further discussion although it is not widely accepted. This paper reexamines the location 
of Nizyounomiya and that of the Yisyuu Mansion, mentioned in the papers by Masuda and Tunoda, and 
clarifies the exact location of Mititaka's mansion.
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は
じ
め
に

　
周
知
の
よ
う
に
「
積
善
寺
供
養
」
段
は
『
枕
草
子
』
の
中
で
中
関
白
家
の
栄
華
を
活
写

す
る
一
段
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
正
暦
五
年
二
月
廿（

１

）一
日
に
行
わ
れ
た
積
善
寺
供
養
に

際
し
て
、
中
宮
定
子
は
ひ
と
ま
ず
宮
中
か
ら
「
二
条
宮
」
へ
退
出
す
る
。
清
少
納
言
は
そ

の
「
二
条（

２

）
宮
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
描
述
し
た
。

　
　
関
白
殿
、
二
月
廿
一
日
に
、
法
興
院
の
積
善
寺
と
い
ふ
御
堂
に
て
、
一
切
経
供
養
せ

さ
せ
た
ま
ふ
に
、
女
院
も
お
は
し
ま
す
べ
け
れ
ば
、
二
月
朔
の
ほ
ど
に
、
二
条
の
宮

へ
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
。（
中
略
）
つ
と
め
て
、
日
の
う
ら
ら
か
に
さ
し
出
で
た
る
ほ

ど
に
、
起
き
た
れ
ば
、
白
う
あ
た
ら
し
う
、
を
か
し
げ
に
造
り
た
る
に
、（
中
略
）

小
家
な
ど
い
ふ
も
の
多
か
り
け
る
と
こ
ろ
を
、
い
ま
造
ら
せ
た
ま
へ
れ
ば
、
木
立
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
あ
る
こ
と
も
な
し
。
た
だ
、
宮
の
さ
ま
ぞ
、
気
近
う
を
か
し
げ
な
る
。

二
条
大
路
は
平
安
京
内
裏
の
南
を
東
西
に
走
る
大
路
で
あ
る
。
平
安
京
の
上
流
貴
族
達
は

好
ん
で
二
条
大
路
の
両
側
に
邸
宅
を
構
え
、
ま
た
邸
宅
は
し
ば
し
ば
大
路
の
名
を
冠
し
て

呼
ば
れ
た
た
め
、
二
条
大
路
両
側
の
邸
宅
に
は
「
二
条
殿
」、「
小
二
条
殿
」
な
ど
、
時
が

隔
た
れ
ば
紛
ら
わ
し
く
な
る
名
称
も
少
な
く
な
い
。
冒
頭
に
引
用
し
た
『
枕
草
子
』
の
「
積

善
寺
供
養
」
段
の
「
二
条
宮
」
の
位
置
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
一
、

　「
二
条
宮
」
は
道
隆
が
「
積
善
寺
供
養
」
の
際
、
実
際
に
利
用
し
た
邸
宅
で
あ
り
、『
日

本
紀
略
』、『
小
右
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
文
献
に
そ
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
記

録
類
に
よ
っ
て
、「
二
条
宮
」
の
位
置
は
あ
る
程
度
ま
で
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
記
録

類
の
記
述
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
相
違
を
示
し
て
、「
二
条
宮
」

の
具
体
的
な
検
証
は
か
え
っ
て
難
し
く
な
っ
て
い
る
。「
二
条
宮
」
の
正
確
な
位
置
に
つ

い
て
は
今
だ
に
は
っ
き
り
し
た
知
見
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ま
ず
「
二
条
宮
」
に
関
す
る
先
行
研
究
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。
石
田
穣
二
氏
は
角
川

文
庫
『
枕
草
子
』
の
補
注
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　『
日
本
紀
略
』
正
暦
三
年
十
一
月
二
十
七
日
の
条
に
、「
今
日
、
中
宮
自
二

内
裏
一

遷
二

御
新
造
二
条
院
一

」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
よ
り
一
年
ち
ょ
っ
と
前
に
落
成
し
た
新

邸
で
あ
る
。『
日
本
紀
略
』
長
徳
二
年
六
月
八
日
の
中
宮
御
所
焼
亡
の
記
事
に
「
東

三
条
院
東
町
世
号
二

二
条
宮
一

」
と
あ
り
、
三
巻
本
勘
物
に
も
「
東
三
条
之
東
町
、

今
鴨
院
也
。
世
称
二

二
条
宮
一

」
と
あ
る
か
ら
、
東
三
条
院
の
東
の
町
に
造
営
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
長
徳
二
年
六
月
に
焼
亡
し
た
の
は
、『
小
右
記
』

に
「
二
条
北
宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
、
こ
こ
に
い
う
二
条
の
宮
と
は
別
と
考
う

べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

氏
は
、
積
善
寺
供
養
の
際
、
中
宮
定
子
が
退
出
し
た
「
二
条
宮
」
は
、
一
年
前
に
新
造
さ

れ
た
「
二
条
宮
」
で
は
あ
る
が
、
長
徳
二
年
六
月
に
火
災
を
蒙
っ
た
、
後
掲
『
小
右
記
』

記
す
る
と
こ
ろ
の
「
二
条
北
宮
」
と
は
別
で
あ
る
と
い
う
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
角
田
文
衛
氏
は
、「
二
条
宮

（
３
）

」
に
お
い
て
、

　
　
中
関
白
家
の
二
条
第
が
左
京
三
条
三
坊
八
町
を
敷
地
と
し
て
お
り
、
中
宮
・
定
子
の

『
二
条
の
宮
』（
も
し
く
は
二
条
北
宮
）
が
そ
の
北
半
に
、
そ
し
て
伊
周
の
住
ん
で
い

た
南
家
が
そ
の
南
半
に
建
っ
て
い
た
こ
と
は
、
以
上
の
考
察
を
通
じ
て
明
白
で
あ
っ

て
、
そ
こ
に
は
殆
ど
問
題
は
な
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
、「
二
条
宮
」
は
「
二
条
北
宮
」
と
同
邸
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
萩
谷
朴
氏
は
、『
新
潮
古
典
集
成

　
枕
草
子
』
で
、

　
　
左
京
に
あ
り
、
二
条
南
、
町
尻
東
に
南
北
二
町
を
占
め
る
鴨
院
（
東
三
条
院
の
東
町
）

の
北
一
町
に
、
正
暦
三
年
冬
、
道
隆
が
中
宮
の
た
め
に
新
造
し
た
所
。
二
条
北
宮
と

も
い
う
。
中
宮
は
、
正
暦
三
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
七
日
ま
で
と
、
同
五

年
二
月
初
旬
か
ら
十
三
日
ま
で
、
さ
ら
に
長
徳
二
年
三
月
四
日
か
ら
六
月
八
日
の
焼

亡
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
た
。
二
条
北
宮
焼
亡
に
際
し
て
、
中
宮
は
公
経
法
師
宅
へ

避
難
し
、
次
い
で
高
階
明
順
の
小
二
条
宅
へ
渡
御
さ
れ
た
。

と
、
述
べ
て
お
り
、
同
氏
は
ま
た
、『
枕
草
子
解
環
』
に
お
い
て
、

　
　
二
条
北
宮
焼
亡
以
後
、
二
条
北
宮
に
か
か
わ
る
記
録
の
な
い
こ
と
は
勿
論
、
二
条
宮

に
関
し
て
の
中
宮
ご
在
住
の
記
録
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
、「
二
条
宮
」

と
「
二
条
北
宮
」
と
が
同
一
物
件
の
別
称
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。

と
、
石
田
氏
と
は
異
な
っ
て
、「
二
条
宮
」
と
「
二
条
北
宮
」
と
を
同
一
視
し
て
い
る
。
こ

の
見
解
は
、
次
に
揚
げ
る
増
田
繁
夫
氏
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
　
長
徳
元
年
正
月
九
日
に
そ
の
二
条
第
あ
た
り
で
火
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
記
録
に
「
摂
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政
内
大
臣
二
条
第
并
鴨
院
等
焼
亡
」（
日
本
紀
略
）
と
あ
る
の
は
、
道
隆
と
伊
周
の

二
条
第
と
そ
の
南
町
の
鴨
院
が
焼
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
内
府
住
家
之

南
家

関
白
家

新
造
所

、
及
鴨
院

冷 

泉 

院 

御

在 

所 

也 

、 

」（
小
右
記
）
と
あ
る
の
は
、
こ
の
二
条
第
は
南
北
に
二

区
画
さ
れ
て
い
て
、
北
の
区
画
に
内
大
臣
伊
周
が
住
ん
で
い
た
が
、
焼
け
た
の
は
新

造
の
道
隆
の
「
南
家
」
と
そ
の
南
町
の
鴨
院
で
あ
る
、（
中
略
）
定
子
の
御
所
は
「
二

条
北
宮
」
と
も
呼
ば
れ
て
、
こ
の
二
条
第
内
の
北
の
区
画
に
あ
り
、
そ
こ
の
寝
殿
が

中
宮
の
御
在
所
で
、
西
対
に
伊
周
が
居
住
し
て
い
た
（
小
右
記
・
長
徳
二
年
四
月

二
十
四
日
）。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（「
藤
原
伊
周
の
生
涯
」）

た
だ
し
、
角
田
、
萩
谷
、、
増
田
三
氏
は
、「
二
条
宮
」
と
「
二
条
北
宮
」
を
同
邸
だ
と
す

る
点
で
は
一
致
す
る
も
の
の
、
伊
周
の
邸
宅
の
位
置
に
つ
い
て
は
一
致
し
な
い
。
角
田
氏

は
「
中
関
白
家
の
二
条
第
が
左
京
三
条
三
坊
八
町
を
敷
地
と
し
て
お
り
、
中
宮
・
定
子
の

『
二
条
の
宮
』（
も
し
く
は
二
条
北
宮
）
が
そ
の
北
半
に
、
そ
し
て
伊
周
の
住
ん
で
い
た
南

家
が
そ
の
南
半
に
建
っ
て
い
た
」（
前
掲
論
文
）
か
ら
「
南
家
」
と
し
て
お
り
、
萩
谷
氏

は
特
に
指
摘
が
な
い
。
増
田
氏
は
「
定
子
の
御
所
は
「
二
条
北
宮
」
と
も
呼
ば
れ
て
、
こ

の
二
条
第
内
の
北
の
区
画
に
あ
り
、
そ
こ
の
寝
殿
が
中
宮
の
御
在
所
で
、
西
対
に
伊
周
が

居
住
し
て
い
た
」（
前
掲
論
文
）
か
ら
伊
周
の
邸
宅
を
「
二
条
宮
」
つ
ま
り
、「
二
条
北
宮
」

と
し
て
い
る
。

　『
枕
草
子
』
の
現
代
の
諸
注
は
「
二
条
宮
」
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
、
角
田
、
萩
谷
、
増

田
三
氏
の
所
説
、
す
な
わ
ち
「
二
条
宮
」
＝
「
二
条
北
宮
」
と
い
う
見
解
を
継
承
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
諸
氏
が
証
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
当
時
の
記
録
類
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
記
録
類
を
改
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、
石
田
氏
の
所
説
は
、
現
代
の
『
枕
草
子
』
の

諸
注
に
は
ま
っ
た
く
採
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
再
考
に
値
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
以
下
「
二
条
宮
」
の
位
置
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、「
二

条
宮
」
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る
、
増
田
、
角
田
両
氏
の
論
文
で
指
摘
が
あ
る
伊
周
の
邸
宅

を
も
同
時
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
隆
の
二
条
第
の
所
在
を
究
明
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
二
、

　
ま
ず
『
小
右
記

（

５

）』
に
見
え
る
二
条
第
関
連
記
事
を
検
討
す
る
。

　「
二
条
第
」
に
関
し
て
の
記
録
が
、『
小
右
記
』
に
最
初
に
見
ら
れ
る
の
は
正
暦
三
年

（
九
九
二
）
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
十
一
月
廿
七
日
、丙
辰
、晩
景
参
内
中

（
藤
原
定
子
）

宮
亥
刻
遷
御
給
新
宮
、

二
条

、
経
玄
暉
・
朔
平
・

上
東
等
門
、
自
大
宮
大
路
南
行
、
自
待
賢
門
折
東
、
院

［
自
脱

西カ
］

大
路
折
南
、
自
二
条
大
路

更
折
東
、
入
御
、
自
新
宮
西
門
内
列
立
、
黄
牛
贄
水
童
二
人
歩
立
、
其
外
物
等
皆
如

例
、（
後
略
）

　
中
宮
定
子
が
内
裏
か
ら
里
第
に
遷
御
す
る
ル
ー
ト
を
明
記
し
て
い
る
。そ
の
里
第
を「
新

宮
」
と
、
し
か
も
「
二
条
」
と
記
し
て
い
る
。

　
次
に
、
見
ら
れ
る
の
は
、
正
暦
四
年
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
正
月
廿
五
日
、
甲
寅
、
ヽ
時
許
前
大
納
言
重

（
源
）

光
家
焼
亡
、
権

（

藤

原

伊

周

）

大
納
言
同
宿
、
乗
車

馳
渡
、
在
摂
政
新
造
二
条
第
公
卿
多
会
、（
後
略
）

　
伊
周
は
結
婚
し
て
重
光
第
に
同
居
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
邸
第
が
廿
五
日
に
火
災

を
蒙
っ
た
。
そ
れ
で
伊
周
は
「
摂
政
新
造
二
条
第
」
に
避
難
し
た
。
こ
こ
で
二
条
第
を
「
摂

政
新
造
二
条
第
」
と
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
に
も
二
条
第
に
関

し
て
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。

　
　
正
月
九
日
、
丙
辰
、
午
時
許
火
見
南
方
、
其
程
遼
遠
、
小
選
下
人
走
来
云
、
内
大
臣

家
者
、
乍
驚
乗
車
馳
向
、
内
府
住
家
之
南
家

関
白
家

新
造
所

、
及
鴨
院

冷 

泉 

院 

御

在 

所 

也 

、

拂
地
焼
亡
、

　
遥
か
南
方
に
火
が
見
え
、
下
人
か
ら
内
大
臣
の
家
に
火
事
が
あ
っ
た
と
実
資
は
報
告
を

受
け
る
。
驚
い
て
牛
車
で
か
け
つ
け
る
と
、
火
災
を
蒙
っ
た
の
は
「
内
府
住
家
之
南
家
」

と
「
鴨
院
」
で
あ
っ
た
と
実
資
は
記
し
て
い
る
。「
内
府
住
家
之
南
家
」
に
つ
い
て
は
、

内
府
の
住
家
で
あ
る
南
家
、
も
し
く
は
内
府
の
住
家
の
南
に
あ
る
別
の
建
物
と
い
う
二
通

り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
は
伊
周
の
邸
宅
を
検
討
す
る
際
詳
し
く
分
析
し
た
い
。

但
し
、「
内
府
住
家
之
南
家
」
の
割
注
に
「
関
白
家
新
造
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
焼
亡
し
た
の
は
道
隆
が
新
造
し
た
邸
宅
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　『
小
右
記
』
に
見
ら
れ
る
二
条
第
に
関
し
て
の
最
後
の
記
録
は
、
長
徳
二
年
で
あ
る
。

　
　
三
月
四
日
、
甲
辰
、
参
内
、
今
夜
中
宮
出
御
二
条
北
宮
、

　
長
徳
元
年
四
月
六
日
の
道
隆
の
死
は
、
中
関
白
家
没
落
の
ス
タ
ー
ト
を
意
味
し
、
就
中
、

伊
周
と
道
長
の
不
和
、
ま
た
続
い
て
発
生
し
た
伊
周
と
隆
家
が
花
山
院
を
射
た
事
件
は
、

中
宮
定
子
の
内
裏
で
の
地
位
を
不
安
定
な
も
の
に
し
、
結
局
定
子
は
一
旦
里
に
退
居
す
る
。

そ
の
里
第
を
『
小
右
記
』
は
「
二
条
北
宮
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長
徳
元
年
ま
で

に
道
隆
邸
に
冠
せ
ら
れ
て
い
た
「
新
」
が
、
長
徳
二
年
以
降
『
小
右
記
』
に
現
れ
た
「
二
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条
北
宮
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　「
二
条
北
宮
」
関
連
記
事
は
同
年
四
月
廿
四
日
の
項
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　（
前
略
）
允

（
惟
宗
）

亮
朝
臣
権

（
藤
原
伊
周
）

帥
家
、

中 

宮 

御 

在 

所 

也 

謂 

二 

条 

北 

宮 

、

、
使
等
入
自
東
門
、

無 

陣

門 

也

、
経
寝
殿
北
就

西
對

帥 
住

居 
也

、
仰
勅
語
、

　
惟
宗
は
配
流
の
勅
語
を
伝
え
に
伊
周
邸
に
出
向
く
。
そ
の
伊
周
邸
の
割
注
に
「
中
宮
御

在
所
也
、
謂
二
条
北
宮
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伊
周
邸
は
「
二
条
北
宮
」
と
も
称

し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
年
六
月
九
日
の
記
録
に
、

　
　（
前
略
）
戊
寅
、
今
暁
中

（
藤
原
定
子
）

宮
焼
亡
、
右（

源

俊

賢

）

兵
衛
督
・
弼

（
源
頼
定
）

同
車
馳
参
、
右

（
藤
原
顕
光
）

大
臣
以
下
諸

卿
参
会
冷
泉
院
、

院 

号

也 

、

次
参
中
宮
御
在
所
、

明 

順 

朝 

臣 

二 

条 

宅 

、

（
中
略
）
或
説
云
、
后

（
藤
原
定
子
）

宮
不
同
車
、

被
抱
付

〔
侍
カ
〕

男
等
、先
度
給
二

（

高

階

成

忠

）

位
法
師
宅
、
自
彼
宅
乗
車
、
移
給
明
順
朝
臣
宅
、（
後
略
）

　「
中
宮
焼
亡
」
つ
ま
り
、
中
宮
定
子
は
邸
宅
の
焼
亡
に
よ
っ
て
、
ま
ず
二
位
法
師
宅
に

避
難
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
明
順
宅
に
避
難
し
た
。「
中
宮
焼
亡
」
の
「
中
宮
」
は
四
月

廿
四
日
の
割
注
を
念
頭
に
お
け
ば
、「
二
条
北
宮
」
と
同
邸
だ
と
判
断
で
き
る
。

　
以
上
『
小
右
記
』
に
見
ら
れ
る
二
条
第
関
連
記
事
を
纏
め
る
と
、
長
徳
元
年
ま
で
の
二

条
第
に
は
「
新
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
（
正
暦
三
年
十
一
月
廿
七
日
の
新
宮
二
条
、
正

暦
四
年
正
月
廿
五
日
の
摂
政
新
造
二
条
第
、
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
関
白
家
新
造
所
）
そ

の
後
、
つ
ま
り
長
徳
二
年
以
降
『
小
右
記
』
に
現
れ
た
二
条
第
に
は
「
新
」
が
冠
せ
ら
れ

て
い
な
い
。
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
以
降
『
小
右
記
』
に
出
現
し
た
「
二
条
北
宮
」
も
新

邸
で
あ
る
が
、「
新
宮

二
条

」
が
記
録
に
現
れ
た
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
か
ら
推
算
す
る
と
、

新
邸
で
あ
っ
て
も
長
徳
二
年
の
時
点
に
お
い
て
は
既
に
新
邸
と
は
呼
べ
な
く
な
る
可
能
性

は
あ
る
。

　『
栄
華
物
語

（
６
）

』
に
も
道
隆
の
二
条
第
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
　
か
の
二
条
の
北
南
と
造
り
続
け
さ
せ
給
し
は
、
殿
の
お
は
し
ま
い
し
折
か
た
へ
は
焼

け
に
し
か
ば
、
今
は
一
つ
に
皆
住
ま
せ
給
し
を
、
こ
の
帥
殿
の
御
下
り
の
後
、
程
な

く
焼
け
に
し
か
ば
、
こ
の
御
子
な
ど
も
生
れ
給
ふ
べ
か
り
し
か
ば
、
平
中
納
言
惟
仲

（
が
）
知
る
所
有
り
け
り
、
そ
れ
に
ぞ
女
院
な
ど
仰
せ
ら
れ
て
住
ま
せ
給
け
る
。

（
巻
第
五
「
浦
々
の
別
」）

　
右
の
『
栄
華
物
語
』
か
ら
道
隆
の
二
条
第
は
北
と
南
と
い
う
二
つ
の
区
画
に
な
っ
て
い

る
が
、
二
つ
の
邸
宅
は
前
後
に
し
て
焼
亡
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
つ
の
焼
亡
は
『
小
右

記
』
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
火
災
（
本
論
五
頁
）
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
栄
華

物
語
』
に
記
さ
れ
る
道
隆
が
ま
だ
生
き
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
『
小
右
記
』

の
長
徳
二
年
六
月
九
日
の
火
災
（
本
論
六
頁
）
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、『
栄
華
物
語
』

の
「
こ
の
帥
殿
の
御
下
り
の
後
」
か
ら
も
う
一
つ
の
邸
宅
の
火
災
の
時
点
を
、
伊
周
が
太

宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
時
と
思
わ
れ
る
が
、
実
は
伊
周
が
太
宰
府
に
正
式
に
左
遷
さ
れ
る
の

は
長
徳
二
年
十
月
十
一
日
（『
小
右
記
』）
だ
か
ら
、
太
宰
府
左
遷
以
前
の
長
徳
二
年
五
月

十
五
日
、
病
気
に
よ
り
播
磨
に
逗
留
し
た
時
（『
小
右
記
』）
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。『
栄

華
物
語
』
か
ら
は
二
条
第
が
北
と
南
と
い
う
二
つ
の
邸
宅
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か

る
が
、
二
つ
の
邸
宅
が
同
時
に
新
造
さ
れ
た
か
は
判
明
が
難
し
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
増

田
繁
夫
氏
は
、「
藤
原
伊
周
の
生
涯
」（
前
掲
論
文
）
で
、

　
　
こ
の
「
南
の
院
」
の
地
に
は
、
以
前
か
ら
道
隆
の
屋
敷
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
入
内
立

后
し
た
定
子
の
里
第
を
新
築
す
る
た
め
に
、
小
家
の
あ
っ
た
北
側
の
地
を
買
収
し
て
、

二
条
大
路
以
南
の
一
町
を
占
め
る
ま
で
に
ひ
ろ
げ
、
そ
の
北
部
に
中
宮
の
た
め
の
御

所
を
、
南
側
に
自
分
の
邸
を
新
造
し
た
の
で
あ
る
。

と
北
邸
と
南
邸
は
同
時
に
新
造
さ
れ
た
邸
宅
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
南
家
」
と
「
二
条
北
宮
」
が
同
時
に
新
造
し
た
邸
宅
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ

は
既
に
引
用
（
五
頁
）
し
た
『
小
右
記
』
の
正
暦
四
年
正
月
廿
五
日
の
記
述
で
あ
る
が
、

そ
の
日
、
伊
周
は
な
ぜ
「
二
条
北
宮
」
に
避
難
せ
ず
に
、「
南
家
」
つ
ま
り
『
小
右
記
』

が
記
し
た
「
新
造
二
条
第
」
に
避
難
し
た
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
突

然
の
避
難
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
は
「
二
条
北
宮
」
に
移
っ
て
も
い
い
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
『
小
右
記
』
を
確
認
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
火
事
ま

で
伊
周
が
「
二
条
北
宮
」
に
住
ん
だ
記
録
は
見
え
な
い
。
道
隆
は
「
二
条
宮
」
を
新
築
す

る
際
、「
二
条
北
宮
」
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
長
徳
元
年
正

月
九
日
の
火
災
以
前
の
邸
宅
を
す
べ
て
「
新
」
を
冠
し
て
呼
ぶ
の
は
、
元
か
ら
二
条
第
の

北
の
区
画
に
存
在
し
た
新
築
し
て
い
な
い
「
二
条
北
宮
」
と
の
対
比
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
よ
っ
て
、「
二
条
北
宮
」
は
道
隆
が
新
造
し
た
邸
宅
で
は
な
い
。
道
隆
が
新
造
し
た
邸

宅
は
『
小
右
記
』
の
記
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
長
徳
元
年
ま
で
に
存
在
し
た
邸
宅
だ
と
判
断

す
る
。
正
暦
五
年
二
月
廿
一
日
、
積
善
寺
供
養
の
際
に
使
用
し
た
「
二
条
宮
」
は
冒
頭
で

引
用
し
た
よ
う
に
新
邸
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
定
子
が
積
善
寺
供
養
の
際
に
使
用
し
た
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「
二
条
宮
」
は
長
徳
元
年
正
月
九
日
ま
で
に
『
小
右
記
』
に
現
れ
た
「
新
」
が
冠
せ
ら
れ

て
い
る
い
づ
れ
か
の
新
邸
で
あ
る
。
長
徳
二
年
か
ら
『
小
右
記
』
に
現
れ
た
「
新
」
が
冠

せ
ら
れ
て
い
な
い
「
二
条
北
宮
」
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
長
徳
元
年
九
日
ま
で
の
記
事
に
「
新
」
を
付
け
て

記
し
た
邸
宅
が
三
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
の
邸
宅
が
、
も
し
同
名
で
記
録
さ
れ

て
い
れ
ば
そ
の
ま
ま
同
邸
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
が
、
正
暦
三
年
十
一
月
廿
七
日
は
「
新

宮
二
条

」、
正
暦
四
年
正
月
廿
五
日
は
「
摂
政
新
造
二
条
第
」、
長
徳
元
年
正
月
九
日
は
「
関

白
家
新
造
所
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
呼
称
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
新
宮

二
条

」

と
「
摂
政
新
造
二
条
第
」
は
日
付
か
ら
考
え
れ
ば
同
邸
だ
と
判
断
で
き
る
。
な
お
、「
新

宮
二
条

」
は
本
稿
が
検
討
す
る
「
二
条
宮
」
の
呼
称
に
近
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
説
明

の
便
宜
の
た
め
、
以
下
「
新
宮

二
条

」
と
「
摂
政
新
造
二
条
第
」
を
「
新
宮
二
条
」
と
称
す
。

　
そ
う
す
る
と
、「
新
宮
二
条
」
を
積
善
寺
供
養
の
際
に
使
用
し
た
「
二
条
宮
」
と
見
な

す
か
、
或
い
は
、
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
「
関
白
家
新
造
所
」
を
「
二
条
宮
」
と
見
な
す

か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
但
し
、
ま
た
「
関
白
家
新
造
所
」
と
「
新
宮
二
条
」
が
同
邸
で

あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
「
二
条
宮
」
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
前
掲
（
五
頁
）
の
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
『
小
右
記
』
の
記
事
ー
「
内

府
住
家
之
南
家
」
の
解
釈
と
関
わ
り
が
あ
る
。
以
下
そ
の
問
題
も
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
同
じ
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
焼
亡
状
況
を
記
す
『
日
本
紀
略

（

７

）』
を
参
看
す
る
と
、

　
　
午
時
丙
辰
。
摂
政
内
大
臣
二
条
第
并
鴨
院
等
焼
亡
。
于
レ

時
冷
泉
院
御
二

座
鴨
院
一

。

遷
二

御
東
三
条
第
一

。

　『
日
本
紀
略
』
は
「
摂
政
内
大
臣
二
条
第
」
と
明
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
二

条
第
」
は
道
隆
の
所
有
で
、
息
子
の
伊
周
が
住
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

「
内
府
住
家
之
南
家
」
は
伊
周
が
住
ん
で
い
る
南
家
だ
と
解
釈
で
き
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

長
徳
元
年
正
月
九
日
に
焼
亡
し
た
の
は
伊
周
が
住
ん
で
い
る
南
家
に
な
る
の
で
あ
る
。「
南

家
」
を
『
小
右
記
』
の
割
注
に
は
「
関
白
家
新
造
所
」
に
記
し
て
い
る
。
以
下
「
関
白
家

新
造
所
」
を
「
南
家
」
と
略
す
。

　「
南
家
」
に
つ
い
て
、
角
田
文
衛
氏
は
「
二
条
宮
」
で
、

　
　
正
暦
五
年
二
月
、
清
少
納
言
が
中
宮
に
随
っ
て
二
条
第
に
滞
留
し
て
い
た
頃
、
南
家

が
竣
功
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
南
家
は
、
長
徳
元
年
正
月
に
お
い
て

『
新
造
』
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
正
暦
五
年
二
月
に
は
、
ま
だ
作
事
中
で
、
完
成

し
て
い
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。『
権
記
』
の
正
暦
五
年
八
月
二
十
八
日
条
に
見

え
る
、「
於
関
白
二
条
第
、
設
饗
饌
」
と
言
う
記
事
は
、
そ
の
年
の
秋
に
南
家
が
竣

功
し
、
そ
こ
で
新
室
の
祝
い
が
行
わ
れ
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
ま
ず
、
正
暦
五
年
八
月
二
十
八
日
の
祝
い
は
新
室
の
祝
い
で
は
な

い
。
伊
周
は
こ
の
日
に
権
大
納
言
か
ら
内
大
臣
に
昇
進
し
た
。
そ
の
祝
い
で
あ
る
。
即
ち
、

同
日
の
『
日
本
紀
略
』
に
、

　
　
宣
命
。（
中
略
）
以
二

権
大
納
言
同
伊
周
一

為
二

内
大
臣
一

。
公
卿
相
率
向
二

内
大
臣
第

小
二
条
一

有
二

饗
禄
事
一

。

つ
ま
り
、
こ
の
「
南
家
」
は
正
暦
五
年
八
月
の
時
点
に
お
い
て
は
す
で
に
存
在
し
た
邸
宅

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
な
お
、『
日
本
紀
略
』
で
は
『
権
記
』
が
「
関
白
二
条
第
」
と
記
し
た
邸
宅
を
「
内
大

臣
第
小
二
条
」
と
記
録
し
て
い
る
か
ら
、
伊
周
の
邸
宅
は
「
小
二
条
」
と
も
呼
ば
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
の
「
小
二
条
」
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
増
田
繁
夫
氏
は
、「
藤
原
伊
周
の
生
涯
」
で
、

　
　
南
の
院
の
北
面
に
さ
し
の
ぞ
き
た
れ
ば
…
…
西
の
対
に
殿
住
ま
せ
給
へ
ば
」（
枕
草

子
・
積
善
寺
供
養
）
と
見
え
る
。
こ
こ
に
「
南
の
院
」
と
あ
る
の
は
、
二
条
第
の
南

の
区
画
の
「
南
家
」
と
も
呼
ば
れ
た
屋
敷
で
、
前
年
に
東
三
条
南
院
が
焼
亡
し
た
た

め
に
、
道
隆
は
し
ば
ら
く
そ
の
西
対
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
増
田
繁
夫
氏
は
、
東
三
条
南
院
が
正
暦
五
年
の
時
点
に
お
い
て
は
焼

亡
し
た
の
で
、「
積
善
寺
供
養
」
段
に
現
れ
た
南
院
を
「
南
家
」
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
南
院
」
を
『
小
右
記
』
の
「
南
家
」
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

当
時
「
南
院
」
と
呼
ば
れ
る
邸
宅
は
東
三
条
第
の
南
院
で
あ
る
。
こ
の
南
院
は
増
田
繁
夫

氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
積
善
寺
供
養
の
際
に
す
で
に
焼
亡
し
て
い
る
。
即
ち
、
正

暦
四
年
三
月
卅
日
の
諸
記
録
を
確
認
す
る
と
、

　
　
巳
時
。
東
三
条
南
院
拂
レ

地
焼
亡
。
摂道

隆政
家
。	

（『
日
本
紀
略
』）

　
　
東
三
条
南
院
拂
レ

地
焼
亡
。	

（『
百
錬
抄

（

８

）』）

　
　
戊
午
、
辰
時
許
摂
政
第
焼
亡
、

南
院	

（『
小
右
記
』）

焼
亡
し
た
東
三
条
第
の
南
院
は
、
一
年
後
の
正
暦
五
年
に
修
築
さ
れ
る
。
即
ち
、

　
　
十
一
月
十
六
日
。
関
白
還
東
三
条
南
院
。

去
年
炎
上
之
後
造
営

。	

（『
百
錬
抄
』）

　
し
か
し
、
清
少
納
言
は
「
南
院
」
を
積
善
寺
供
養
の
際
、
実
際
使
用
し
た
邸
宅
で
あ
る
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か
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
　「
御
経
の
事
に
て
、
明
日
渡
ら
せ
た
ま
は
む
」
と
て
、
今
夜
ま
ゐ
り
た
り
。
南
の
院

の
北
面
に
さ
し
の
ぞ
き
た
れ
ば
、
高
坏
ど
も
に
火
を
と
も
し
て
、
二
人
、
三
人
、
三
、

四
人
、
さ
べ
き
ど
ち
、
屏
風
ひ
き
隔
て
た
る
も
あ
り
、
几
帳
な
ど
隔
て
な
ど
も
し
た

り
。（
中
略
）
さ
て
、「
ま
こ
と
に
寅
の
時
か
」
と
、
装
束
き
立
ち
て
あ
る
に
、
明
け

果
て
、
日
も
さ
し
出
で
ぬ
。「
西
の
対
の
唐
廂
に
さ
し
寄
せ
て
な
む
、
乗
る
べ
き
」

と
て
、
渡
殿
へ
、
あ
る
か
ぎ
り
い
く
ほ
ど
、
ま
だ
う
ひ
う
ひ
し
き
ほ
ど
な
る
新
参
な

ど
は
、
つ
つ
ま
し
げ
な
る
に
、
西
の
対
に
殿
の
住
ま
せ
た
ま
へ
ば
、
宮
も
、
そ
こ
に

お
は
し
ま
し
て
、「
先
づ
、
女
房
ど
も
車
に
乗
せ
さ
せ
た
ま
ふ
を
御
覧
ず
」
と
て
、

御
簾
の
う
ち
に
、
宮
・
淑
景
舎
・
三
、四
の
君
・
殿
の
上
・
そ
の
御
妹
三
所
、
立
ち

並
み
お
は
し
ま
さ
ふ
。

里
か
ら
帰
っ
て
き
た
清
少
納
言
の
目
に
映
っ
た
場
面
で
あ
る
。

　
な
お
、
正
暦
五
年
二
月
、
定
子
の
東
三
条
院
へ
の
行
啓
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

即
ち
『
日
本
紀
略
』
に
、

　
　
十
三
日
乙
未
。
中
宮
行
啓
東
三
条
院
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
南
院
で
は
な
い
、
北
院
で
あ
る
。
定
子
は
南
院
が
焼
亡
し
た
た
め
、

東
三
条
北
院
へ
行
啓
し
て
、
ま
た
そ
こ
か
ら
積
善
寺
へ
の
行
啓
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
東
三
条
北
院
へ
の
行
啓
は
「
二
条
宮
」
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
疑
問
を
抱
く
の
は
、
清
少
納
言
が
な
ぜ
実
際
使
っ
た
の
は
北
院
な
の
に
、
南
院

と
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
南
院
は
道
隆
が
兼
家
の
時
代
か

ら
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
邸
宅
で
あ
り
、
道
隆
の
栄
華
を
表
わ
す
こ
の
段
に
お
い
て
、
道
隆

と
由
緒
あ
る
南
院
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
藤
原
家
に
由
緒
あ
る
東
三
条
南
院
の
修
築
に
一
年
八
ヶ
月
程
も
費
や
し
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
合
間
に
ま
た
自
分
の
別
邸
を
新
築
す
る
こ
と
は
ま
ず
無
理
だ
と
考
え
た
ほ
う

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、「
新
宮
二
条
」
と
「
南
家
」
は
同
邸
で
あ
る
と

推
定
で
き
る
。
即
ち
、「
新
宮
二
条
」
は
正
暦
三
年
十
一
月
の
「
新
宮

二
条

」
と
正
暦
四
年

（
九
九
三
）
正
月
の
「
摂
政
新
造
二
条
第
」
の
略
称
で
あ
る
か
ら
、「
新
宮

二
条

」、「
摂
政

新
造
二
条
第
」、そ
し
て
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
正
月
九
日
の
「
関
白
家
新
造
所
」
＝
「
南

家
」
は
同
邸
で
、
共
に
二
条
の
新
邸
を
指
す
。

　
つ
ま
り
、
道
隆
の
二
条
第
に
お
い
て
、「
南
家
」
が
新
築
で
あ
り
、
正
暦
五
年
二
月
、

定
子
が
積
善
寺
供
養
の
際
、
実
際
使
用
し
た
「
二
条
宮
」
で
あ
る
。
こ
の
「
二
条
宮
」
は
、

長
徳
元
年
正
月
九
日
の
火
事
に
よ
っ
て
焼
亡
す
る
。
そ
の
後
、
一
家
は
「
二
条
北
宮
」
で

生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
緯
は
『
栄
華
物
語
』
か
ら
窺
わ
れ
る
。
即
ち
、

　
　
か
の
二
条
の
北
南
と
造
り
続
け
さ
せ
給
し
は
、
殿
の
お
は
し
ま
い
し
折
か
た
へ
は
焼

け
に
し
か
ば
、
今
は
一
つ
に
皆
住
ま
せ
給
し
を
、
こ
の
帥
殿
の
御
下
り
の
後
、
程
な

く
焼
け
に
し
か
ば
、
こ
の
御
子
な
ど
も
生
れ
給
ふ
べ
か
り
し
か
ば
、
平
中
納
言
惟
仲

（
が
）
知
る
所
有
り
け
り
、
そ
れ
に
ぞ
女
院
な
ど
仰
せ
ら
れ
て
住
ま
せ
給
け
る
。

（
巻
第
五
「
浦
々
の
別
」）

「
二
条
北
宮
」
は
ま
た
長
徳
二
年
六
月
九
日
の
火
事
（
本
論
六
頁
）
に
よ
っ
て
焼
亡
す
る
。

　
さ
て
、
伊
周
は
い
つ
か
ら
「
南
家
」、
つ
ま
り
「
二
条
宮
」
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。『
小
右
記
』
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
の
記
事
に
は
、

　
　
正
月
廿
五
日
、
甲
寅
、
ヽ
時
許
前
大
納
言
重

（
源
）

光
家
焼
亡
、
権

（

藤

原

伊

周

）

大
納
言
同
宿
、
乗
車

馳
渡
、
在
摂
政
新
造
二
条
第
公
卿
多
会
、（
後
略
）

南
家
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
体
こ
の
時
期
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
入
内
さ
せ
た
娘
と
息
子
を
一
緒
に
住
ま
せ
る
例
は
実
際
当
時
に
あ
っ
た
。
即
ち
『
栄
華

物
語
』
に
、

　
　
あ
べ
い
こ
と
ど
も
し
た
て
さ
せ
給
て
、
四
条
の
宮
の
西
の
対
に
て
、
む
こ
ど
り
奉
ら

せ
給
ふ
。
寝
殿
に
て
と
お
ぼ
せ
ど
、
宮
の
御
前
な
ど
お
は
し
ま
し
つ
き
た
れ
ば
、
い

ま
さ
ら
に
な
ど
お
ぼ
し
め
す
な
る
べ
し
。

　
　
　
　（
巻
第
十「
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
」）

　
公
任
が
「
四
条
宮
」
に
お
い
て
教
通
を
婿
取
り
す
る
経
緯
で
あ
る
。
公
任
は
寝
殿
で
婿

取
り
の
儀
を
挙
げ
て
、
そ
こ
に
娘
た
ち
を
住
ま
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寝
殿
は

遵
子
が
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
の
で
、
い
ま
さ
ら
と
い
う
こ
と
で
西
対
に
お
い
て
儀
を
行
わ

せ
て
、
そ
の
ま
ま
西
対
に
住
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
四
条
宮
」
は
三
条
太
政
大
臣
頼

忠
が
入
内
し
た
遵
子
の
為
に
新
造
し
た
邸
宅
で
あ
る
。
公
任
は
よ
く
四
条
大
納
言
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
何
時
ご
ろ
か
ら
「
四
条
宮
」
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
か
は
兎
も
角
と
し
て
、

こ
こ
か
ら
息
子
を
入
内
し
た
娘
と
一
緒
に
住
ま
せ
る
上
流
貴
族
に
お
い
て
、
そ
の
住
宅
の

使
用
一
面
が
窺
わ
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
道
隆
の
新
邸
、
つ
ま
り
定
子
の
「
二
条
宮
」
は
長
徳
元
年
に

焼
亡
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
な
お
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
以
降
『
小
右
記
』
に
出
現
し
た
「
二
条
北
宮
」
も
新
邸
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で
あ
る
が
、「
新
宮

二
条

」
が
記
録
に
現
れ
た
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
か
ら
推
算
す
る
と
、

新
邸
で
あ
っ
て
も
長
徳
二
年
の
時
点
に
お
い
て
は
既
に
新
邸
と
は
呼
べ
な
く
な
る
可
能
性

に
つ
い
て
本
稿
の
最
初
に
お
い
て
言
及
し
た
。
其
の
点
に
つ
い
て
以
下
詳
し
く
検
討
し
た

い
。

　
こ
の
問
題
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
『
栄
華
物
語
』
の
「
か
の
二
条
の
北
南
と
造
り
続
け

さ
せ
給
し
は
、
殿
の
お
は
し
ま
い
し
折
か
た
へ
は
焼
け
に
し
か
ば
、
今
は
一
つ
に
皆
住
ま

せ
給
し
を
、」
の
「
か
の
二
条
の
北
南
と
造
り
続
け
さ
せ
給
し
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
増
田
繁
夫
氏
は
、「
藤
原
伊
周
の
生
涯
」（
前
掲
四
頁
の
論
文
）
で
、

　
　
こ
の
「
南
の
院
」
の
地
に
は
、
以
前
か
ら
道
隆
の
屋
敷
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
入
内
立

后
し
た
定
子
の
里
第
を
新
築
す
る
た
め
に
、
小
家
の
あ
っ
た
北
側
の
地
を
買
収
し
て
、

二
条
大
路
以
南
の
一
町
を
占
め
る
ま
で
に
ひ
ろ
げ
、
そ
の
北
部
に
中
宮
の
た
め
の
御

所
を
、
南
側
に
自
分
の
邸
を
新
造
し
た
の
で
あ
る
。

と
北
邸
と
南
邸
は
同
時
に
新
造
さ
れ
た
邸
宅
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。つ
ま
り
、「
南
家
」

の
「
二
条
宮
」
と
「
二
条
北
宮
」
は
同
時
に
新
築
し
た
邸
第
だ
と
判
断
す
る
。

　
し
か
し
、「
南
家
」
と
「
二
条
北
宮
」
が
同
時
に
新
造
し
た
邸
宅
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ

は
既
に
引
用
（
五
頁
）
し
た
『
小
右
記
』
の
正
暦
四
年
正
月
廿
五
日
の
記
述
で
あ
る
が
、

そ
の
日
、
伊
周
は
な
ぜ
「
二
条
北
宮
」
に
避
難
せ
ず
に
、「
南
家
」
つ
ま
り
『
小
右
記
』

が
記
し
た
「
新
造
二
条
第
」
に
避
難
し
た
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
突

然
の
避
難
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
は
「
二
条
北
宮
」
に
移
っ
て
も
い
い
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
『
小
右
記
』
を
確
認
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
火
事
ま

で
伊
周
は
ず
っ
と
こ
の
「
南
家
」
に
住
ん
で
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
道
隆
の
二
条
第
に

お
い
て
敷
地
の
大
半
を
占
め
た
の
は
む
し
ろ
「
南
家
」
で
、
後
に
「
二
条
北
宮
」
と
呼
ば

れ
た
邸
宅
は
手
狭
な
空
間
だ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
道
隆
は
「
二
条
宮
」
を
新
築
す
る

際
、「
二
条
北
宮
」
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
長
徳
元
年
正
月

九
日
の
火
災
以
前
の
「
南
家
」
を
す
べ
て
「
新
」
を
つ
け
て
呼
ぶ
の
は
、
元
か
ら
二
条
第

の
北
の
区
画
に
存
在
し
た
新
築
し
て
い
な
い
「
二
条
北
宮
」
と
の
対
比
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
三
、

　
と
こ
ろ
が
、『
枕
草
子
』
に
は
「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
」

段
の
主
要
な
舞
台
に
な
っ
た
「
小
二
条
」
と
呼
ば
れ
る
邸
宅
が
あ
る
。
そ
の
「
小
二
条
」

に
つ
い
て
、
三
巻
本
枕
草
子
勘
物

（
９
）

は
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
　
小
二
条
、
東
三
条
之
東
町
、
今
鴨
院
也
、
世
称
二
条
宮
、
長
徳
二
年
六
月
九
日
、
中

宮
御
所
焼
亡
、
渡
御
明
順
宅
、
冷
泉
北
、
町
尻
西
、
右
府
参
冷
泉
院
、
又
被
参
中
宮
。

（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

こ
こ
で
、「
長
徳
二
年
六
月
九
日
、
中
宮
御
所
焼
亡
、
渡
御
明
順
宅
、
冷
泉
北
、
町
尻
西
、

右
府
参
冷
泉
院
、
又
被
参
中
宮
。」
は
前
掲
（
六
頁
）
の
『
小
右
記
』
の
長
徳
二
年
六
月

九
日
の
記
事
に
似
て
い
る
。
ま
た
「
東
三
条
之
東
町
、
今
鴨
院
也
、
世
称
二
条
宮
」
は
長

徳
二
年
六
月
の
『
日
本
紀
略
』
に
酷
似
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
　
八
日
丁
丑
。
今
夜
東
三
条
院
東
町
世
号
二

二
条
宮
一

焼
亡
。「
仍
」
中定

子宮
此
間
御
坐
依

二

今
夕
火
事
一

渡
二

御
亮
高
階
明
順
宅
一

。

「
小
二
条
」
に
関
し
て
の
右
の
勘
物
は
『
小
右
記
』
と
『
日
本
紀
略
』
の
抄
出
で
あ
る
。

し
か
し
、『
日
本
紀
略
』
が
指
す
「
二
条
宮
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
小
二
条
」
は
二
条
大
路

の
南
側
に
位
置
し
て
い
る
、そ
し
て
、『
小
右
記
』
が
指
す
「
明
順
宅
」
で
あ
る
「
小
二
条
」

は
「
冷
泉
北
、
町
尻
西
」
で
あ
る
か
ら
二
条
大
路
の
北
側
に
位
置
し
て
い
る
。
共
に
「
小

二
条
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、
明
ら
か
に
違
う
邸
宅
で
あ
る
。

　
こ
の
勘
物
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
三
巻
本
勘
物
の
全
体
の
性
格
を
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
。
実
は
、
三
巻
本
勘
物
を
調
べ
た
結
果
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
物
に
つ
い
て

の
解
釈
か
或
い
は
あ
る
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど

が
日
記
類
か
『
公
卿
補
任
』、『
尊
卑
分
脈
』
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
三

巻
本
勘
物
は
『
枕
草
子
』
の
解
釈
で
あ
り
な
が
ら
、
一
面
客
観
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
か
え
っ
て
『
枕
草
子
』
の
読
者
を
惑
わ
す
場
合
が
あ
る
。
そ
の
一
、二
例
を
持

っ
て
以
下
説
明
す
る
。

　
例
え
ば
、
同
じ
「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
」
段
で
、

　
　
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
、
騒
が
し
う
な
り
て
、
宮
も
ま

ゐ
ら
せ
た
ま
は
ず
、
小
二
条
殿
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
お
は
し
ま
す
に
、
何
と
も
な
く
、

う
た
て
あ
り
し
か
ば
、
久
し
う
里
に
ゐ
た
り
。
御
前
渡
り
の
お
ぼ
つ
か
な
き
に
こ
そ
、
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な
ほ
得
堪
へ
て
あ
る
ま
じ
か
り
け
れ
。
右
中
将
お
は
し
て
、
物
語
り
し
た
ま
ふ
。

　
文
中
の
「
右
中
将
」
に
つ
い
て
勘
物
は
、　

　

　
　
宣
方

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
石
田
穣
二
氏
は
『
枕
草
子
』
で
、

　
　
三
巻
本
勘
物
に
は
宣
方
と
あ
る
。
源
宣
方
、
正
暦
五
年
八
月
右
中
将
、
長
徳
四
年
八

月
歿
。
当
時
、日
記
類
に
右
中
将
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
宣
方
で
あ
る
が
、『
枕
草
子
』

で
は
宣
方
は
源
中
将
と
呼
ば
れ
て
い
る
。（[

七
八][

一
五
六]

）。
経
房
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
石
田
穣
二
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
に
お
い
て
右
中
将
は
源
宣
方

で
あ
る
が
、
し
か
し
『
枕
草
子
』
で
は
源
経
房
で
あ
る
。
勘
物
は
本
文
に
沿
っ
た
解
釈
で

は
な
く
て
、
当
時
に
お
い
て
「
右
中
将
」
と
呼
ば
れ
た
人
が
誰
だ
っ
た
か
と
い
う
客
観
的

な
示
し
に
止
ま
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
、
勘
物
は
一
つ
の
資
料
か
ら
の
抄
出
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
あ
は
れ
な
る
も
の
」

段
で
、

　
　「
詣
づ
る
ほ
ど
の
あ
り
さ
ま
、
い
か
な
ら
む
」
な
ど
、
つ
つ
し
み
怖
ぢ
た
る
に
、
た

ひ
ら
か
に
詣
で
着
き
た
る
こ
そ
、
い
と
め
で
た
け
れ
。
烏
帽
子
の
さ
ま
な
ど
ぞ
、
す

こ
し
人
わ
ろ
き
。
な
ほ
、
い
み
じ
き
人
と
き
こ
ゆ
れ
ど
、
こ
よ
な
く
や
つ
れ
て
こ
そ

詣
づ
と
知
り
た
れ
。
衛
門
佐
宣
孝
と
い
ひ
た
る
人
は
、「
あ
ぢ
き
な
き
こ
と
な
り
。

た
だ
浄
き
衣
を
着
て
詣
で
む
に
、
な
で
ふ
こ
と
か
あ
ら
む
。
か
な
ら
ず
よ
も
、『
あ

や
し
う
て
詣
で
よ
』
と
、
御
嶽
さ
ら
に
の
た
ま
は
じ
」
と
て
、
三
月
晦
に
、
紫
の
い

と
濃
き
指
貫
・
白
き
襖
・
山
吹
の
い
み
じ
う
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
な
ど
着
て
、
隆
光

が
主
殿
助
な
る
に
は
、
青
色
の
襖
・
紅
の
衣
・
摺
り
も
ど
ろ
か
し
た
る
水
干
と
い
ふ

袴
を
着
せ
て
、
う
ち
つ
づ
き
詣
で
た
り
け
る
を
、
還
る
人
も
、
今
詣
づ
る
も
、
め
づ

ら
し
う
あ
や
し
き
こ
と
に
、「
す
べ
て
昔
よ
り
こ
の
山
に
、
か
か
る
姿
の
人
見
え
ざ

り
つ
」
と
、
あ
さ
ま
し
が
り
し
、
四
月
朔
に
帰
り
て
、
六
月
十
日
の
ほ
ど
に
、
筑
前

の
守
の
辞
せ
し
に
、
な
り
た
り
し
こ
そ
、「
げ
に
、
い
ひ
け
る
に
た
が
は
ず
も
」
と
、

き
こ
え
し
か
。
こ
れ
は
、
あ
は
れ
な
る
こ
と
に
は
あ
ら
ね
ど
、
御
嶽
の
つ
い
で
な
り
。

　
　「
衛
門
佐
宣
孝
」
に
つ
い
て
勘
物
は
、

　
　
宣
孝

　
正
暦
二
年
八
月
筑
前
守

　
長
徳
四
年
右
衛
門
権
佐

　
　
八
月
廿
七
日
兼
山
城
守

　
長
徳
三
年
七
月
卒

宣
孝
が
正
暦
二
年
八
月
に
筑
前
守
に
な
っ
た
と
「
勘
物
」
は
記
し
て
い
る
が
、し
か
し
、『
小

右
記
』
に
は
正
暦
元
年
八
月
卅
日
」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
宣
孝
の
卒
年
を
「
長
徳
三
年

七
月
卒
」
に
し
て
い
る
が
、実
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、「
長
保
三
年
四
月
廿
五
日
卒
」

に
な
っ
て
い
る
。
但
し
、「
長
徳
四
年
八
月
廿
七
日
右
衛
門
権
佐
兼
山
城
守
」
は
『
権
記
』

に
同
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
勘
物
は
諸
記
録
を
引
用
し
つ
つ
『
枕
草
子
』
に
解
釈
を
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
引
用
の
際
、
誤
写
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
諸
記
録
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
解
釈
は
本
文
と
の
距
離
が
見
ら
れ
、
却
っ
て
現
代
の
『
枕
草
子
』
の
読
者
を
惑
わ
す
場

合
も
あ
る
。

　
再
び
「
小
二
条
」
の
勘
物
に
も
ど
れ
ば
、
勘
物
は
「
小
二
条
」
と
呼
ば
れ
た
二
つ
の
邸

宅
を
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
、
実
際
世
に
「
二
条
宮
」
と
称
し
て
東
三
条
第
の
東

町
、
今
の
鴨
院
に
位
置
し
て
い
る
邸
宅
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま

さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
」
段
の
舞
台
に
な
っ
た
「
明
順
宅

（
注
１
０
）

」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

東
三
条
第
の
東
町
、今
の
鴨
院
に
位
置
し
て
い
る
「
二
条
宮
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
小
二
条
」

は
「
積
善
寺
供
養
」
の
際
、
定
子
が
使
用
し
た
「
二
条
宮
」
と
同
邸
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏

付
け
る
も
の
が
本
稿
（
九
頁
）
に
掲
載
し
た
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
八
月
の
『
日
本
紀
略
』

に
あ
る
。
即
ち
、

　
　
宣
命
。（
中
略
）
以
二

権
大
納
言
同
伊
周
一

為
二

内
大
臣
一

。
公
卿
相
率
向
二

内
大
臣
第

小
二
条
一

有
二

饗
禄
事
一

。

　「
内
大
臣
第
小
二
条
」
と
い
う
言
い
方
は
、
伊
周
の
邸
宅
が
「
小
二
条
」
と
も
称
す
る

邸
宅
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
小
二
条
」
は
長
徳
元
年
正
月
九
日
の
焼
亡
ま
で

に
道
隆
の
二
条
第
内
の
南
側
に
位
置
し
た
「
南
家
」
の
異
名
で
、『
枕
草
子
』
の
「
二
条
宮
」

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
勘
物
の
「
東
三
条
之
東
町
、
今
鴨
院
也
、
世
称
二
条
宮
」
は
長
徳
二
年
六
月

九
日
の
記
事
に
酷
似
し
て
い
る
と
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
長
徳
二
年
六

月
九
日
に
焼
亡
し
た
邸
宅
は
『
小
右
記
』
で
は
「
二
条
北
宮
」
と
呼
ば
れ
る
邸
宅
で
、『
枕

草
子
』
の
「
二
条
宮
」
で
は
な
い
こ
と
を
本
稿
（
１
２
頁
）
で
既
に
証
明
し
た
。
そ
う
な

ら
ば
、
な
ぜ
、『
日
本
紀
略
』
は
「
二
条
北
宮
」
を
「
二
条
宮
」
と
記
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
ま
ず
、
位
置
か
ら
言
え
ば
、「
二
条
北
宮
」
は
二
条
大
路
に
面
し
た
邸
宅
で
あ
る
、

そ
し
て
、
中
宮
の
定
子
が
住
ん
で
い
た
邸
宅
で
あ
る
か
ら
「
宮
」
を
つ
け
て
、「
二
条
宮
」
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と
呼
称
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
つ
ま
り
、
勘
物
が
指
す
『
枕
草
子
』
の
「
二
条
宮
」
と
『
日
本
紀
略
』
が
指
す
「
二
条

宮
」
は
定
義
の
範
囲
が
違
う
。『
日
本
紀
略
』
が
指
す
範
囲
が
広
い
。

　「
小
二
条
」
に
関
し
て
の
勘
物
に
よ
っ
て
、
現
代
の
『
枕
草
子
』
の
注
釈
者
は
ほ
と
ん

ど
が
「
二
条
宮
」
＝
「
二
条
北
宮
」
と
い
う
見
解
を
支
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
実
は
、

勘
物
は
そ
の
文
中
に
お
い
て
「
小
二
条
」
は
「
二
条
北
宮
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
は

っ
き
り
示
す
箇
所
が
あ
る
。
即
ち
、『
小
右
記
』
に
似
て
い
る
「
小
二
条
、
東
三
条
之
東
町
、

今
鴨
院
也
、
世
称
二
条
宮
、
長
徳
二
年
六
月
九
日
、
中
宮
御
所
焼
亡
、
渡
御
明
順
宅
、
冷

泉
北
、
町
尻
西
、
右
府
参
冷
泉
院
、
又
被
参
中
宮
。」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
、「
中
宮

御
所
焼
亡
」
は
定
子
が
住
ん
で
い
た
「
二
条
北
宮
」
が
焼
亡
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

定
子
は
こ
の
日
、「
二
条
北
宮
」
の
焼
亡
に
よ
っ
て
「
小
二
条
」
と
呼
ば
れ
る
「
明
順
宅
」

に
渡
御
す
る
。
つ
ま
り
、
上
記
の
記
録
は
「
二
条
北
宮
」
が
「
小
二
条
」
と
呼
ば
れ
て
い

な
い
事
実
を
裏
付
け
し
て
い
る
と
同
時
に
、
ま
た
「
二
条
北
宮
」
は
「
二
条
宮
」
と
違
う

邸
第
で
あ
る
こ
と
が
自
ず
か
ら
証
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
道
隆
の
「
二
条
宮
」
の
位
置
を
日
記
記
録
、
歴
史
物
語
を
参
考
に
し
て
左
の
よ
う
考
え

た
（
１
１
）。

諸
氏
と
違
う
と
こ
ろ
は
、「
積
善
寺
供
養
」
段
の
主
要
な
舞
台
に
な
っ
た
「
二
条
宮
」

の
位
置
で
あ
る
。
現
代
の
『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
二
条
宮
」
と
「
二

条
北
宮
」
は
同
邸
だ
と
判
断
し
て
い
る
が
、本
稿
の
結
論
は
「
二
条
宮
」
と
「
二
条
北
宮
」

は
同
邸
で
は
な
い
、
つ
ま
り
、
本
稿
（
三
頁
）
の
先
行
研
究
と
し
て
挙
げ
た
石
田
穣
二
氏

が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
但
し
、
石
田
穣
二
氏
は
「
二
条
宮
」
の
位
置
に
つ
い
て
、

は
っ
き
り
し
た
指
摘
が
な
い
。
本
稿
の
結
論
は
「
二
条
宮
」
は
『
小
右
記
』
で
「
南
家
」

と
も
呼
ば
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
伊
周
は
「
二
条
宮
」
つ
ま
り
、「
南
家
」
に
住

ん
で
い
た
が
、
そ
れ
が
長
徳
元
年
の
焼
亡
に
よ
っ
て
、「
二
条
北
宮
」
に
住
む
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
１
２
）。

注
・
参
考
文
献

（
１
）『
枕
草
子
』
は
廿
一
日
に
な
っ
て
い
る
が
、『
本
朝
世
紀
』
は
廿
日
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）『
枕
草
子
』
の
本
文
は
、萩
谷
朴
『
枕
草
子
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、昭
和
五
四
年
）

に
よ
る
。

（
３
）
角
田
文
衛
「
二
条
宮
」（『
角
田
文
衛
著
作
集
』
第
４
巻

　
法
蔵
館
、
昭
和
五
九
年
）

（
４
）
増
田
繁
夫
「
藤
原
伊
周
の
生
涯
」（『
源
氏
物
語
と
貴
族
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
）

（
５
）『
小
右
記
』
の
引
用
は
大
日
本
古
記
録
に
よ
る
。
後
に
挙
げ
る
『
日
本
紀
略
』
の
記

事
も
比
較
的
正
確
に
は
記
載
し
て
い
る
が
、
邸
宅
の
呼
称
に
つ
い
て
は
『
小
右
記
』

に
比
べ
る
と
明
確
性
を
欠
く
。
よ
っ
て
、
本
論
で
は
『
小
右
記
』
を
主
資
料
と
す
る
。

（
６
）『
栄
華
物
語
』
の
引
用
は
松
村
博
司
『
栄
華
物
語
全
注
釈
』（
角
川
書
店
、

一
九
六
九
・
八
～
一
九
八
二
・
五
）
に
よ
る
。

（
７
）『
日
本
紀
略
』
の
引
用
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。

二

　条

　辺

　り

　の

　略

　図

室
町
小
路

町
尻
小
路

西
洞
院
大
路

東
三
条
殿

小
野
宮

二条北宮

大　炊　御　門　大　路

冷　泉　小　路

二　条　大　路

三　条　坊　門　小　路

押小路二条宮
（注１２）

鴨院



106『枕草子』「積善寺供養」段の「二条宮」の再検討

（
８
）
注
（
７
）
に
同
じ

（
９
）
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
』
別
巻
（
古
典
文
庫
、
昭
和
三
二
年
）
所
収

（
10
）
萩
谷
朴
「
三
巻
本
枕
草
子
実
録
的
章
段
の
史
実
年
時
と
執
筆
年
時
の
考
証
」（『
源

　
　
氏
物
語
・
枕
草
子
研
究

　
　
　
　
と
資
料 

』
武
蔵
野
書
院

　
平
成
二
年
）

　
　
氏
は
（
イ
）
長
徳
二
年
七
廿
一
経
房
任
右
中
将
。（
ロ
）
長
徳
二
年
七
廿
道
長
任
左

大
臣
。（
ハ
）
女
房
の
服
飾
（
朽
葉
・
薄
色
・
紫
苑
・
萩
）
に
見
る
秋
色
。（
ニ
）
牡

丹
に
か
け
た
『
白
氏
文
集
』
巻
九
「
秋
題
牡
丹
叢
」
の
「
晩
叢
白
露
夕
、
衰
葉
涼
風

朝
、
紅
艶
久
已
歇
、
碧
芳
今
亦
銷
、
幽
人
坐
相
対
、
心
事
共
蕭
条
」
の
句
。（
ホ
）

中
宮
が
清
少
納
言
に
送
ら
れ
た
返
り
咲
き
の
山
吹
の
花
び
ら
。（
二
三
九
頁
）
と
い

う
諸
点
よ
り
、「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
」
段
を
長
徳

二
年
七
月
廿
一
日
以
後
の
秋
季
の
こ
と
と
考
え
、
そ
の
場
所
を
「
明
順
宅
」
だ
と
判

断
し
て
い
る
。
本
稿
も
上
記
の
結
論
に
従
う
。

（
11
）
本
図
は
『
全
訳
古
語
例
解
辞
典
』（
小
学
館
、
昭
和
六
十
三
年
）
と
『
拾
芥
抄
』

　
　（
明
治
書
店
版
故
実
叢
書
）
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。

（
12
）
本
稿
で
は
、『
小
右
記
』
長
徳
元
年
正
月
九
日
以
前
の
邸
宅
―
「
南
家
」、「
新
宮

　
　
　
　
二
条

」、「
摂
政
新
造
二
条
第
」
を
「
二
条
宮
」
と
見
な
す
。

R
eceiv

ed
 d

ate 2
0
2
1
年

1
0
月

2
5
日

A
ccep

ted
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ate 2
0
2
2
年

1
月

1
7
日


